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1.はじめに 

その２では，仮想超高層建物を設定し，その１で作成

した想定東海・東南海・南海地震のサイト波及び東北地

方太平洋沖地震の地震記録を入力として建物の地震応答

解析を行い，地点間及び地震による差異を検討した． 

2.検討用解析モデル 

表 1 に仮想建物の解析モデル諸元を示す．仮想建物は，

東北地方太平洋沖地震において地盤との共振により大き

な応答を記録 8）した咲洲庁舎を想定した．建物高さや階

数は文献 9）より設定し，1 階床レベルを固定とした多質点

系せん断モデルとした．内部減衰は 1 次固有周期に対し

て h=0.01 の瞬間剛性比例型，復元力特性は完全弾塑性の

バイリニア型とした． 初期剛性は，台形分布を仮定した

上で 1 次固有周期が 6.5 秒となるように設定した後，後述

する地震応答解析により，最上階の応答波形が観測記録
8）と整合するように設定した．各層の降伏耐力は，層間変

形が 1/75 となる時点とした．なお，OSKH02 に対しては，

建物高さを 1/2 及び 2/3 に減築した場合についても検討し

た． 1 次固有周期は， 1/2 に減築した場合（以降，

OSKH02(1/2)と示す）が 3.04 秒，2/3 に減築した場合（以

降，OSKH02(2/3)と示す）が 4.09 秒である． 

表 1 解析モデルの諸元 

  

 

図 1 加速度波形における観測記録と応答解析結果の比較 

上：応答解析結果 下：観測記録 8） 

 図 1 に設定した仮想建物の応答解析結果と観測記録を

比較して示す．解析モデルは 100 秒から 350 秒までは観

測波形と概ね整合していることが分かる． 

3.地震応答解析 

 入力地震動には，その１で作成したサイト波に加え，

東北地方太平洋沖地震の観測記録を採用した． 

（1）変位応答時刻歴 

 図 2 に，東北地方太平洋沖地震の地震記録による仮想

建物の変位応答時刻歴を，図 3 に，想定東海･東南海･南

海地震による仮想建物の変位応答時刻歴を示す．図 3 に

は減築した場合の波形を並べて示した． 

 図 2 より，東北地方太平洋沖地震による仮想建物の変

位応答は，咲洲庁舎に近い OSKH02 が他の 7 地点と比較

して顕著に振幅が大きくなっている．図 3 より，想定東

海･東南海･南海地震による仮想建物の変位応答は，その

１の擬似速度応答スペクトルにおいて周期約 6 秒付近に

卓越が見られる OSK004，OSKH02 で振幅が大きく長く継

続している．仮想建物が共振したためと考えられる． 

（2）最大応答分布 

 図 4 に，NS 成分の最大応答加速度，最大応答変位，最

大応答層間変形角の高さ方向の分布を示す．応答加速度

分布は，入力地震動の最大加速度で基準化している． 

1）基準化最大応答加速度 

 東北地方太平洋沖地震では，OSKH02 では入力地震

動の最大加速度に比べて最上階における最大応答加速

度は約 12 倍，他の 7 地点は 3～5 倍である．一方，想

定東海･東南海･南海地震では，OSKH02 は約 3.3 倍，他

の 7 地点は 0.5～1.5 倍である． 

2）最大応答変位 

 最大応答変位は，OSKH02 は想定東海･東南海･南海

地震では東北地方太平洋沖地震の約 2.6 倍の 412cm で

ある．他の 7 地点に比べて 2 倍以上大きい． 

3）最大応答層間変形角 

 最大応答層間変形角は，東北地方太平洋沖地震では

全地点で 1/100 を下回っている．想定東海･東南海･南海

地震では OSKH02 以外の地点は OSK004 で 1/100 を超

える層が見られるが，概ね 1/100 以内に収まっている． 
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   図 2 東北地方太平洋沖地震による相対変位応答時刻歴   図 3 想定東海･東南海･南海地震による相対変位応答時刻歴 

             ※波形横の数値は最大振幅（cm）を示す              ※波形横の数値は最大振幅（cm）を示す 

 

 

 

 

   図 4 高さ方向の最大応答分布図（NS 方向） 

左：東北地方太平洋沖地震， 右：想定東海･東南海･南海地震 

一方，OSKH02 では，1～40 階までのすべての層で 1/75

を上回っている．また，最大応答層間変形角を 1/75 以下

に抑えるためには，h=0.08 まで内部減衰を増やす必要が

あることを確認した．さらに，減築対策（1/2，及び

2./3）を施した場合では，両ケースとも低層部で 1/75 を超

え，特に 1/2 の応答の方が大きいことが分かる．OSKH02

の地震動は，その１の擬似速度応答スペクトルで周期 3

秒にも卓越が確認でき，これが 1/2 の応答の方が大きくな

る要因と考えられる． 

4.まとめ 

 仮想超高層建物を設定し，建物の地震応答解析を行っ

た．OSKH02 では，共振により他の地点に比べて建物応

答が大きくなった．また想定東海･東南海･南海地震によ

る OSKH02 における，仮想建物の最大応答変位は，東北

地方太平洋沖地震に比べて約 2.6 倍となった． 
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